
 

 

 

 

 

 

「心のバリアフリー教育」とは、これまでのオリンピック・パラリンピックを活用した教育の

成果を無形のレガシーとして受け継ぎ、共生社会の形成を目指して学校と地域等が連携・協働し

障害のある人や高齢者等を含めた他者の理解を深めるとともに、パラスポーツなどを通じて、相

互に支え合い、認め合える教育のことです。 

県教育委員会では平成２９年度から「千葉県オリンピック・パラリンピックを活用した教育の

取組方針」のもと、全県をあげてオリパラ教育に取り組んでいます。そして、令和４年度からは

「心のバリアフリー教育推進事業」として、共生社会への歩みを進めています。 

 

 

 

令和６年７月２６日（金）からフランスのパリでオリンピック、８月２８日（水）からパラリ

ンピックの開催が予定されています。ぜひ来年度は、各学校で本号の情報も活用しながら①各種

運動領域の内容と関連させ、運動を通してスポーツの意義や価値等に触れる指導の充実を図り、

②自校の実態や地域の実情に合わせて、道徳教育や総合的な学習の時間、総合的な探求の時間等

の教育課程に「心のバリアフリー教育」を組み入れるなど、学校教育活動全体で推進してくださ

い。 

令和５年度「心のバリアフリー教育グッドプラクティス顕彰」受賞校紹介 
令和６年３月１日県企画管理部教育政策課では、「心のバリアフリー教育」において他の学校の

参考となり、優れた成果があると認めた学校に表彰状を送りました。以下に、南房総教育事務所管

内から選出された学校を紹介します。詳細はホームページに掲載されていますのでご覧ください。 

                  

 

 

 

                                   ※詳細は県ＨＰ参照 

                                        

                                          

 

 

 

裏面では、県教育委員会による「心のバリアフリー教育推進事業」や、各学校で実践する際の

資料について紹介します。ぜひ、各事業・資料等を幅広く活用した授業を展開し、学びを深め、

生涯を通じてスポーツに親しみ、共に支え合おうとする児童生徒の心の醸成に努めてください。 
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    第２５号 

文責 保健体育班 

優秀賞：君津市立周南中学校 

【実践内容】 

（１）全校道徳 （２）学校区地域美化活動 

（３）福祉体験出前授業 

（４）校外学習先でのユニバーサルデザインに触れる体験 

（５）パラスポーツ講話・体験 

奨励賞：館山市立船形小学校 

【実践内容】 

（１）障害理解 （２）車いす体験学習 

（３）聴覚障害及び手話についての理解 

（４）パラアスリートとのパラスポーツ体験・交流（あすチャレ！スクール） 

千葉県では「共生社会」について、「年齢や性別、国籍、障害の有無、性的指向や性自認などにかかわらず

誰もが社会に参画し、その人らしく生きることができる社会」としています。 



 

【県教育委員会による「心のバリアフリー教育推進事業」について】     

（１） 地域拠点校の取組【指定校】 

共生社会の形成を目指し、学校や地域等の実情に応じた特色ある学習活動や行事等を先進的

に実践し、その成果を近隣の学校や地域等に普及啓発する事業です。 

 

 

（２）特別支援学校の取組 

（３）グッドプラクティスの表彰（県内すべての学校から公募） 

（４）「あすチャレ！」（県主催パラアスリート講師による教育プログラム） 

    内容：パラアスリート等を派遣し、競技体験やワークショップを実施 

    （日本財団パラスポーツサポートセンターと連携した取組の実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各学校で「オリパラ教育」「心のバリアフリー教育」を実践する際の参考資料】 

〇国際パラリンピック委員会公認「I'mPOSSIBLE」教材 

（平成２９年度～令和２年度に各校に配付済） 

〇「千葉県オリンピック・パラリンピックを活用した教育指導資料実 

  践事例集」（平成２９年度～令和３年度作成 千葉県教育委員会） 

〇「映像教材」（ＤＶＤ教材）（令和３年度作成 千葉県教育委員会） 

〇「映像教材」（ＤＶＤ教材）に関連した指導案 

 

 

 

 

 

 

＊県に応募し選考に通れば、講師に係る費用

は県が負担します。 

＊パラアスリートの話を聞いたり、様々なパ

ラスポーツを体験したり、障害のある人も

ない人も共に楽しめる遊びのルールを考え

たり等、実際に体験することで多くの学び

があります。 

＜その他：オリパラ・アスリート派遣に関する事業の紹介※令和５年度実績＞ 

○ＪＯＣオリンピック教室（対象：中学２年生）富津市立天羽中学校 

○Ｒ５競技団体と連携した普及事業（フェンシング教室）木更津市立富来田中学校 

○「ちば夢チャレンジかなえ隊」派遣事業 

市原市立ちはら台桜小学校・市原市立市西小学校 

袖ケ浦市立昭和中学校・袖ケ浦市立平岡小学校・富津市立大貫小学校 

○パラアスリート等学校訪問事業 

（車いすバスケ・車いすラグビー・シッティングバレー・ボッチャ等）    ※詳細は各ＨＰ参照 

市原市立牛久小学校 ・ 袖ケ浦市立昭和小学校 ・ 南房総市立三芳中学校 

千葉県立市原特別支援学校 ・ 千葉県立槇の実特別支援学校 

 

【令和５年度 指定校】    富津市立天羽小学校 ・ 館山市立船形小学校  
市原市立千種中学校 ・ 君津市立周南中学校 ・ 鴨川市立鴨川中学校  

 

【令和５年度 実施校】 ※「心のバリアフリー教育地域拠点校」 
市原市立八幡小学校 ・ 市原市立国府小学校 ・ 市原市立辰巳台西小学校 ・ 市原市立養老小学校 
木更津市立清見台小学校 ・ 木更津市立木更津第二小学校 ・富津市立天羽小学校※  
館山市立船形小学校※ ・ 市原市立国分寺台中学校 ・ 袖ケ浦市立平川中学校  
木更津市立金田中学校 ・ 富津市立富津中学校 ・ 鋸南町立鋸南中学校  

 


